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①（主）福井停車場線（大手3）
②（主）福井丸岡線（宝永4）
③（一）福井停車場米松線（大手1）

①一般国道８号（大和田）
②一般国道416号（開発）
③一般国道416号（新保）
④（一）舟橋松岡線（高柳） 6



【凡例】

再開発等施行区域（計画含む）

広場・空地

西武

北の庄城址公
園

新栄テラ
ス

＜新栄テラス＞ ＜北の庄城址公園＞

ガレリア
ポケット

福井駅

（都）福井駅前線
＜中央大通り＞

屋上広場

＜ソライロテラス＞

ハピテラス

ハピリン

アオッサ

屋内広場

屋外広場 【広場のイメージ例】

【セットバックによる歩行空間創出の例】

建物側（民地側）のセット
バックにより、
歩道と一体となった『歩行
者空間』が創出されます。

※幅員数字は三角地帯
（A街区）の例
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凡 例

コインパーキング

時間貸駐車場

計画駐車場
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13

14

15

16 17

18

19

20

31

30

32

33

NPC福井大手2丁目
パーキング 4台

２ 三の丸パズルタワー
116台

三の丸ビル駐車場
10台

タツミパーキング
10台

５ 名鉄協商パーキング
福井駅前 8台

６ タイムズ福井駅前
18台

７ 大手エコロパーク24
12台

８ 駅西エコロパーク24
8台

９ 福井タワーパーク
35台

10 三井のリパーク福井
県庁前 24台

11 リパーク福井中央
郵便局駐車場 19台

13 福井駅西口地下
駐車場 200台

14加藤ビル地下駐車場
25台

17 ハピリン地下駐車場
75台

18 プリズム福井駐車場
82台

15駅前電車通り北地区Ａ街
区再開発事業駐車場300台

20 システムパーク
北之庄第２ 19台

32 福井駅東口交通
広場駐車場 18台

33 日之出エコロパーク
２４ 13台

23 システムパーク
手寄第２ 12台

34 タイムズ福井駅東口
4台

24 システムパーク
豊島第1 17台

27 アオッサ地下駐車場
169台

26 福井駅東パーキング
212台

28 三井のリパーク福井
手寄1丁目 7台

29 システムパーク
日之出第３ 6台

35

24
22 システムパーク
南大通り 25台

35 システムパーク福井

駅東北陸電力前 216台
12 駐車場パーク２３

305台

16中央１丁目10番地地区
優建事業駐車場 56台

19 駅前南通り地区再開発
業駐車場 300台

25 システムパーク
手寄第１ 7台

30 タイムズ福井駅東口
第２ 10台

31 ＮＰＣ２４Ｈ福井駅
東口 56台

29

22

21 システムパーク
駅前大通り第２ 16台 12
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Ｐ

※ は駐車場を示す

Ｐ

南西方向から
のアクセス

北東方向からのアクセス

南東方向からのアクセス

北西方向からのアクセス

車両の動線

Ｐ

Ｐ
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評価項目 考え方

人の滞留・回遊性
（Ｐ３：高～Ｐ１：低）

・散策や休憩のほか、マルシェなどのイベントやオープンテラスなど、道路を活用して様々な
活動を行うことができる道路が相対的に人の滞留・回遊性が高いと評価する。
・評価する際には、交通量、幅員、沿道の施設整備等の動向、今後のまちづくりにおける使い
方を指標として評価する。
・目安の歩行者交通量としては、概ね、P2では500人/日程度、P3では1000人/日程度を想定する。

Ｐ３：人の滞留を促す道路（交通量の目安：1000人/日～）
広い幅員や沿道の施設を活かし、人が滞留する仕掛けづくりを行う道路。
Ｐ２：人の回遊を促す道路（交通量の目安：500人/日～）
滞留の場や自然、歴史等の景観資源をつなぐ、ネットワークとしての道路。
Ｐ１：一般道路
一般的な歩道がある道路または歩道がない道路。

自動車、自転車交通の
コントロール性
（Ｃ３：高～Ｃ１：低）

・通過交通をより多く処理できる道路やバスが運行する道路、自転車の通行空間が確保されて
いる道路が相対的に自動車、自転車交通のコントロール性が高いと評価する。
・評価する際には、交通量、バスの運行、自転車の通行空間、駐停車スペースを指標として評
価する。
・目安の自動車交通量としては、概ね、C3では10,000台/日程度、C2では4,000台/日程度を想定。

Ｃ３：市街地の主要な交通を流す道路（交通量の目安：10,000台/日～）
・広幅員で市街地中心部の通過交通を受け持ち、バスの走行空間やエリア外との移動を担う道
路。
・自転車は専用の通行空間の通行を基本とする。
Ｃ２：市街地内の交通を誘導する道路（交通量の目安：4,000台/日～）
・沿道施設や駐車場へアクセスする目的交通を誘導するとともに、荷捌きやバス、タクシーの
乗降等を行うことができる道路。
・自転車は専用の通行空間の通行を基本とする。
Ｃ１：一般道路
一般的な片側１車線または車線区分なしの道路。
自転車は車道混在を基本とする。
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C３

P１

C３

P２

C３

P３

C２

P１

C２

P２

C２

P３

C１

P１

C１

P２

C１

P３

人の滞留・回遊性
の評価

自動車、自転車交通の
コントロールの評価

高い

低い
高い

一般的な
道路

回遊性を
重視する
道路

滞留を
生み出す
道路

一般的な
道路

目的地や
駐車場への
アクセス道路

通過交通を
受け持つ道路

18

通過交通を含めて交通を円滑にさばく路線

歩行者回遊性、
滞留性を重視する路線

車両通行をさばく機能だけでなく、
歩行者の回遊性や滞留させる
機能も踏まえる路線
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各エリアの特性を勘案し、3つのゾーニングをしたうえで検討する。

22

ゾーニング ゾーン特性

にぎわい創生
ゾーン

商業機能が集積し、再開発等の民間活力を活
かしながら、新たなにぎわいを生み出し、多
様なの人の交流の場となる。

城址景観形成
ゾーン

福井城址や中央公園の景観を活かしながら、
散策や、働く人の憩いの場を作り出すととも
に、養浩館へと人を誘導する。

都市型居住
ゾーン

にぎわいや景観資源を身近に感じながら、市
中心部で歩いて暮らすことができるとともに、
にぎわいを支える。
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〇中心市街地に来て

もらおう。

〇区域内のどこから

出発しても、快適に

目的地へ到達できる。

〇歩きながら中心市

街地を感じてもらえ

る。

〇中心市街地だから

できる、中心市街地

にまた来たくなる。

・道路環境が整備さ
れ、来街者は安全
で快適に歩くこと
ができるようにす
る。

・まちの中心となる
結節点として福井
駅周辺に集まる来
街者がストレスを
感じないようにア
クセス機能を確保
する。

・多様な都市活動が
展開され、福井駅
周辺地区の魅力を
増進するため、
ハード、ソフトが
連携した一体的な
交通戦略を推進す
る。
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〇中心市街地に来て

もらおう。

〇区域内のどこから

出発しても、快適に

目的地へ到達できる。

〇歩きながら中心市

街地を感じてもらえ

る。

〇中心市街地だから

できる、中心市街地

にまた来たくなる。

・道路環境が整備さ
れ、来街者は安全
で快適に歩くこと
ができるようにす
る。

・まちの中心となる
結節点として福井
駅周辺に集まる来
街者がストレスを
感じないようにア
クセス機能を確保
する。

・多様な都市活動が
展開され、福井駅
周辺地区の魅力を
増進するため、
ハード、ソフトが
連携した一体的な
交通戦略を推進す
る。
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賑わいの道づくり

浜町通り界隈整備

27

県庁線･城址周辺歩道整備
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〇中心市街地に来て

もらおう。

〇区域内のどこから

出発しても、快適に

目的地へ到達できる。

〇歩きながら中心市

街地を感じてもらえ

る。

〇中心市街地だから

できる、中心市街地

にまた来たくなる。

・道路環境が整備さ
れ、来街者は安全
で快適に歩くこと
ができるようにす
る。

・まちの中心となる
結節点として福井
駅周辺に集まる来
街者がストレスを
感じないようにア
クセス機能を確保
する。

・多様な都市活動が
展開され、福井駅
周辺地区の魅力を
増進するため、
ハード、ソフトが
連携した一体的な
交通戦略を推進す
る。
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32

中央大通りの空間構成見直し
⇒・城址公園エリアと
にぎわい創出ゾーンを近づける
・歩行空間の活用

歩行者の動線

公開空地（広場）

（都）御本丸線大手町線の空間構成見直し
⇒歩行者動線の中でも空間構成見直し
を行い、あわせて舗装の高質化を
検討する路線
『城址・中央公園へのプロムナード』
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歩行者の動線

公開空地（広場）

歩行者動線や再開発によって
新しく作られる広場等の配置等も
踏まえた活用の促進

ソライロテラス

新栄テラス

ハピテラス
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〇中心市街地に来て

もらおう。

〇区域内のどこから

出発しても、快適に

目的地へ到達できる。

〇歩きながら中心市

街地を感じてもらえ

る。

〇中心市街地だから

できる、中心市街地

にまた来たくなる。

・道路環境が整備さ
れ、来街者は安全
で快適に歩くこと
ができるようにす
る。

・まちの中心となる
結節点として福井
駅周辺に集まる来
街者がストレスを
感じないようにア
クセス機能を確保
する。

・多様な都市活動が
展開され、福井駅
周辺地区の魅力を
増進するため、
ハード、ソフトが
連携した一体的な
交通戦略を推進す
る。
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